
         

二
人
乗
り
の
頃 

 

本
田 
周 

      



 

 

あ
ら
す
じ 

昭
和
の
終
わ
り
近
く
。
川
沿
い
の
道
を
走
る
二
人

乗
り
の
自
転
車
。
弥
子
は
田
辺
の
背
を
掴
ん
で
い
る
。 

 
成
績
優
秀
だ
が
、
母
と
そ
の
愛
人
橋
本
と
気
詰
ま

り
な
暮
ら
し
を
送
る
弥
子
と
、
貧
困
家
庭
で
得
意
は

万
引
き
の
田
辺
。
二
人
に
芽
生
え
る
淡
い
恋
心
。 

 

或
る
日
、
橋
本
か
ら
の
性
的
危
機
を
感
じ
た
弥
子

は
、
母
親
に
親
子
二
人
だ
け
で
暮
ら
そ
う
と
訴
え
る

が
、
取
り
合
っ
て
貰
え
な
い
。
傷
つ
い
た
弥
子
の
隣

に
田
辺
は
黙
っ
て
寄
り
添
い
、
鏡
文
字
で
拙
く
「
や

こ 

す
き
」
と
書
い
た
紙
片
を
弥
子
に
差
し
出
す
。 

 

田
辺
の
書
字
・
識
字
障
害
に
気
付
い
た
弥
子
が
教

師
に
相
談
す
る
と
、
誰
も
が
最
善
の
道
を
選
ぶ
と
は

限
ら
な
い
現
状
を
告
げ
ら
れ
、
弥
子
に
は
可
能
性
を

信
じ
て
最
善
を
選
択
し
て
ほ
し
い
と
諭
さ
れ
る
。
弥

子
は
自
分
に
と
っ
て
の
最
善
を
考
え
る
。 

 

三
年
後
、
偶
然
バ
ス
停
で
再
会
す
る
弥
子
と
田
辺
。

チ
ン
ピ
ラ
の
様
相
の
田
辺
は
目
も
合
わ
せ
ず
に
去
っ

て
行
き
、
弥
子
は
、
前
を
向
き
赤
本
を
開
く
。 

 

弥
子
の
乗
る
バ
ス
を
、
か
つ
て
の
田
辺
と
弥
子
の 

様
な
二
人
乗
り
の
自
転
車
が
追
い
越
し
て
い
く
。 



 

 

登
場
人
物
表 

 

三 み

崎 さ
き

弥
子

や

こ

(

15

） 

中
学
三
年
生 

 
田
辺
千 ち

紘 ひ
ろ

(

15
）

 

同 

チ
ー
坊

 

弥
子
の
友
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

横
手
明
恵

(

15
） 

同 

弥
子
の
幼
馴
染 

 

菊
池
浩

(

15
） 

 

同 

 

小
松
里
香

(

15
） 

同 

 

三
崎
浩
美

(

42
） 

弥
子
の
母 

 

橋
本
正
行

(

40
） 

ま
ー
君 

浩
美
の
愛
人 

 

矢
部
貴
子

(

32
） 

弥
子
の
担
任
教
師 

 

周
研
市

(

17
） 

 

弥
子
た
ち
の
学
校
の
卒
業
生 

  



「二人乗りの頃」

－ 1 －

 

○
川
・
全
景

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春
の
柔
ら
か
い
日
差
し
の
下
、
流
れ
る
川
、
空
に
燕
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔ
『
昭
和
の
暮
れ
ゆ
く
頃
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

○
川
沿
い
の
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
人
乗
り
で
走
る
自
転
車
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運
転
す
る
田
辺
千
紘(

１
５)

、
後
に
三
崎
弥
子(

１
５)

。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
髪
の
田
辺
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
を
揺
ら
す
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
の
真
っ
赤
な
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
風
で
膨
ら
み
、
弥
子
の
黄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

色
い
ス
カ
ー
ト
が
は
た
め
く
。

 

○
河
川
敷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堤
防
の
向
こ
う
に
停
め
ら
れ
た
自
転
車
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
川
に
裸
足
を
つ
け
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勢
い
よ
く
上
が
る
水
し
ぶ
き
。

 

弥 
 

子
「
チ
ー
坊
、
こ
っ
ち
こ
っ
ち
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
が
田
辺
を
手
招
き
す
る
。

 

弥 
 

子
「
湧
き
水
の
出
口
な
の
、
こ
こ
。
綺
麗
で
冷
た
い
よ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

護
岸
に
空
い
た
ト
ン
ネ
ル
か
ら
勢
い
よ
く
水
が
噴
き
出
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
穴
の
開
い
た
靴
下
を
素
早
く
脱
ぎ
、
ズ
ボ
ン
を
ま
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
て
、
川
に
裸
足
を
つ
け
る
。

 

田 
 

辺
「
つ
め
た
！　

弥
子
、
平
気
な
の
？
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

驚
い
て
よ
ろ
け
る
田
辺
に
弥
子
は
笑
い
転
げ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濡
れ
な
い
よ
う
に
、
つ
ま
ん
だ
ス
カ
ー
ト
を
ヒ
ラ
ヒ
ラ
さ
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
が
ら
、
川
の
水
を
蹴
り
上
げ
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応
え
る
田
辺
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

×　
　

×　
　

×

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
し
ゃ
ぎ
疲
れ
て
川
べ
り
に
腰
を
降
ろ
す
二
人
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
板
チ
ョ
コ
を
取
り
出
し
、
柔
ら
か
く
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な
っ
た
そ
れ
を
、
銀
紙
の
ま
ま
二
つ
に
割
っ
て
弥
子
に
差
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
の
指
先
は
伸
び
た
爪
に
垢
が
詰
ま
り
、
汚
れ
て
い
る
。

 
弥 

 

子
「
（
笑
顔
で
）
あ
、
い
つ
も
の
。
あ
り
が
と
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
も
残
り
の
板
チ
ョ
コ
を
齧
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
人
、
足
を
川
に
つ
け
た
ま
ま
、
上
半
身
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
ろ
に
倒
し
て
寝
転
ぶ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

空
を
見
上
げ
た
二
人
、
目
を
瞑
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

せ
せ
ら
ぎ
の
音
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
の
水
面
が
き
ら
め
く
。

 

○
タ
イ
ト
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

『
二
人
乗
り
の
頃
』

 

○
川
沿
い
の
道(

夕)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
人
乗
り
の
自
転
車
が
走
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
が
田
辺
の
背
中
に
。

 

弥 
 

子
「
さ
っ
き
の
場
所
、
内
緒
ね
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

田
辺
、
黙
っ
て
頷
く
。

 

弥 
 

子
「
小
さ
い
時
か
ら
一
人
だ
け
で
来
て
て
。
休
み
の
日
の
楽
し
み
だ
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
の
」

 

田 
 

辺
「
う
ん
。
ま
た
来
よ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
の
肩
に
顎
を
乗
せ
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
ら
い
だ
顔
。

 

○
三
崎
家
・
居
間(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賑
や
か
な
テ
レ
ビ
の
音
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夕
食
の
配
膳
を
し
て
い
る
三
崎
浩
美
（
４
２
）
。

 

弥
子
の
声
「
た
だ
い
ま
ー
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
正
行
（
４
０
）
が
ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
、
寛
い
で
ビ
ー
ル
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飲
ん
で
い
る
。
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制
服
の
弥
子
が
入
っ
て
来
る
。

 

橋 
 

本
「
お
う
、
お
か
え
り
、
や
っ
ち
ゃ
ん
」

 

弥 
 

子
「
ま
ー
君
、
来
て
た
ん
だ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

卓
上
に
は
豪
華
な
料
理
が
所
狭
し
と
並
ぶ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
が
橋
本
に
笑
顔
を
向
け
て
。

 

浩 
 

美
「
こ
れ
、
こ
な
い
だ
ま
ー
君
が
美
味
し
い
っ
て
言
っ
て
た
か
ら
ま
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
っ
た
の
、
ど
う
？
」

 

橋 
 

本
「
（
ぞ
ん
ざ
い
に
）
う
ん
う
ん
。
あ
り
が
と
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
箸
を
運
ぶ
橋
本
を
覗
き
込
ん
で
。

 

浩 
 

美
「
美
味
し
い
？
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
、
頬
を
膨
ら
ま
せ
て
頷
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
弥
子
に
向
け
て
機
嫌
よ
く
。

 

浩 
 

美
「
あ
ん
た
も
食
べ
る
で
し
ょ
？
」

 

弥 
 

子
「
う
ん
。
着
替
え
て
く
る
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

浩
美
、
い
そ
い
そ
と
橋
本
に
ビ
ー
ル
を
注
ぐ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

×　
　

×　
　

×

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

着
替
え
て
食
卓
に
つ
く
弥
子
。

 

弥 
 

子
「
ま
ー
君
、
こ
な
い
だ
の
話
だ
け
ど
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
が
や
や
怪
訝
な
表
情
。

 

弥 
 

子
「
テ
ス
ト
の
成
績
が
良
か
っ
た
ら
、
っ
て
い
う
の
」

 

橋 
 

本
「
あ
あ
、
あ
れ
な
」

 

弥 
 

子
「
今
日
ね
、
こ
な
い
だ
の
結
果
が
来
て
学
年
三
位
だ
っ
た
の
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
成
績
通
知
を
取
り
出
し
て
見
せ
る
。

 

橋 
 

本
「
す
げ
ー
な
、
や
っ
ち
ゃ
ん
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
が
愛
好
を
崩
し
、
弥
子
も
嬉
し
そ
う
に
頷
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
は
興
味
無
さ
げ
に
ビ
ー
ル
を
煽
っ
て
い
る
。

 

橋 
 

本
「
約
束
し
て
た
賞
金
あ
げ
な
い
と
な
。
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
、
俺
の
鞄
取
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
が
セ
カ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
橋
本
の
許
に
運
ぶ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
、
財
布
を
取
り
出
し
、
に
っ
こ
り
し
て
弥
子
に
現
金
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
す
。

 

橋 
 

本
「
は
い
。
約
束
の
三
万
円
」

 

弥 
 

子
「
あ
り
が
と
」

 

橋 
 

本
「
一
番
に
な
っ
た
ら
十
万
だ
ぞ
」
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弥 
 

子
「
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
無
理
か
な
」

 

橋 
 

本
「
そ
の
調
子
で
医
学
部
と
か
行
っ
て
さ
。
学
費
は
出
す
か
ら
。
あ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

だ
ろ
、
大
友
病
院
の
息
子
よ
り
成
績
い
い
ん
だ
ろ
？
」

 
弥 

 

子
「
う
ん
。
隆
君
よ
り
は
」

 

橋 
 

本
「
（
ご
満
悦
で
浩
美
に
）
な
！　

凄
い
よ
な
、
や
っ
ち
ゃ
ん
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
橋
本
に
適
当
に
一
瞬
微
笑
み
、
後
は
上
の
空
。

 

橋 
 

本
「
し
た
ら
、
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
、
お
医
者
さ
ん
の
お
母
様
か
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
、
浩
美
に
向
け
て
嬉
し
そ
う
に

 

橋 
 

本
「
な
あ
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
す
げ
ー
よ
な
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
曖
昧
に
頷
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
浩
美
の
様
子
を
窺
い
な
が
ら
、
思
い
切
っ
て
。

 

弥 
 

子
「
あ
と
ね
、
欲
し
い
参
考
書
が
あ
っ
て
」

 

橋 
 

本
「
お
う
、
お
う
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
、
機
嫌
良
く
、
更
に
万
札
を
取
り
出
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
ッ
コ
リ
し
て
受
け
取
る
弥
子
。

 

弥 
 

子
「
あ
り
が
と
、
ま
ー
君
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
そ
れ
を
一
瞥
。

 

○
同
・
台
所(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
が
食
器
を
洗
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
が
や
っ
て
来
て
、
換
気
扇
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
下
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

煙
草
を
喫
う
。

 

浩 
 

美
「
ま
ー
君
、
今
お
風
呂
だ
か
ら
」

 

弥 
 

子
「
あ
、
う
ん
」

 

浩 
 

美
「
あ
の
人
高
校
行
っ
て
な
い
、
っ
て
話
し
た
よ
ね
」

 

弥 
 

子
「
う
ん
。
前
に
マ
マ
か
ら
聞
い
た
」

 

浩 
 

美
「
ま
ー
君
ち
の
辺
り
は
元
々
周
り
誰
も
高
校
行
っ
て
な
い
ん
だ
っ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
。
学
は
要
ら
な
い
、
っ
て
。
い
つ
の
時
代
だ
っ
て
話
だ
よ
」

 

弥 
 

子
「
で
も
今
は
お
金
持
ち
だ
よ
ね
」

 

浩 
 

美
「
田
ん
ぼ
が
新
幹
線
や
ら
高
速
道
路
に
引
っ
か
か
っ
た
か
ら
ね
。
運

 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
い
い
の
よ
。
に
わ
か
成
金
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
煙
草
の
煙
を
換
気
扇
に
向
け
て
吐
く
。

 

浩 
 

美
「
ま
ー
君
、
自
分
は
学
校
行
っ
て
な
い
か
ら
、
私
が
短
大
出
て
る
の
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と
か
、
凄
い
こ
と
な
わ
け
」

 

弥 
 

子
「
う
ん
」

 

浩 
 

美
「
あ
ん
た
頭
い
い
か
ら
さ
、
い
い
大
学
に
入
っ
て
く
れ
た
ら
、
ま
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 

君
喜
ぶ
し
、
医
者
に
で
も
な
っ
て
く
れ
た
ら
、
鼻
高
々
よ
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
洗
い
物
を
続
け
な
が
ら
、
適
当
に
聞
き
流
し
て
い
る
。

 

浩 
 

美
「
せ
い
ぜ
い
、
頑
張
り
な
。
勉
強
や
学
校
の
事
な
ら
、
幾
ら
で
も
お

 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
出
す
か
ら
、
あ
の
人
。
あ
ん
た
な
ら
上
手
く
や
れ
る
で
し
ょ
」

 

弥 
 

子
「
わ
か
っ
た
」

 

浩 
 

美
「
全
く
、
私
に
は
質
流
れ
の
指
輪
し
か
寄
越
さ
な
い
の
に
ね
。
あ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
の
事
気
に
入
っ
て
、
お
嬢
様
育
ち
み
た
い
に
し
て
ん
だ
か
ら
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
灰
皿
に
ギ
ュ
ッ
と
煙
草
を
圧
し
潰
し
て
、
去
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
灰
皿
を
片
付
け
、
換
気
扇
を
止
め
る
。

 

○
横
手
家
・
外
観(

夕)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

商
店
街
の
並
び
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
階
に
寂
れ
た
金
物
屋
が
入
る
小
さ
な
古
い
木
造
の
建
物
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
階
に
上
が
る
外
階
段
の
先
に
玄
関
が
見
え
る
。

 

○
同
・
玄
関
・
外(

夕)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

制
服
の
弥
子
が
錆
の
目
立
つ
階
段
を
上
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玄
関
扉
に
は
、
造
花
に
囲
ま
れ
た
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
の
表
札
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
扉
を
開
け
て
。

 

弥 
 

子
「
来
た
よ
ー
」

 

○
同
・
玄
関
・
中(

夕)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
子
レ
ス
ラ
ー
の
様
な
体
形
で
金
髪
シ
ョ
ー
ト
、
ジ
ャ
ー
ジ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

姿
の
横
手
明
恵(

１
５)

が
狭
い
玄
関
の
奥
か
ら
出
て
来
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
が
鞄
か
ら
連
絡
袋
を
差
し
出
す
。

 

明 
 

恵
「
お
、
サ
ン
キ
ュ
、
弥
子
。
寄
っ
て
く
？　

チ
ー
坊
も
来
る
よ
」

 

弥 
 

子
「
う
ん
」
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靴
を
脱
ぎ
、
慣
れ
た
様
子
で
奥
に
入
っ
て
い
く
弥
子
。

 

○
同
・
居
間(

夕)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

板
張
り
の
粗
末
な
台
所
と
続
く
六
畳
の
茶
の
間
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

漫
画
や
洋
服
や
化
粧
品
で
散
ら
か
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

気
に
せ
ず
、
物
を
掻
き
分
け
、
ぺ
た
ん
と
座
る
弥
子
。

 

弥 
 

子
「
今
日
の
体
育
、
明
恵
が
居
な
い
か
ら
つ
ま
ん
な
か
っ
た
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
、
ち
ょ
っ
と
得
意
気
な
顔
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玄
関
ド
ア
が
開
く
音
、
ド
ス
ド
ス
と
足
音
、
床
が
軋
む
音
。

 

菊
池
の
声
「
お
ー
っ
す
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
ラ
ン
を
着
た
菊
池
浩(

１
５)

が
、
鴨
居
に
身
を
屈
め
、
入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
て
来
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
か
ら
ブ
カ
ブ
カ
の
学
ラ
ン
姿
の
田
辺
が
続
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
は
ち
ら
り
と
弥
子
を
見
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菊
池
が
水
滴
の
滴
る
缶
ジ
ュ
ー
ス
を
何
本
か
卓
袱
台
に
並
べ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
。

 

菊 
 

池
「
ぱ
く
っ
て
き
た
」

 

明 
 

恵
「
（
缶
を
開
け
な
が
ら
）
サ
ン
キ
ュ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
が
、
懐
か
ら
菓
子
類
と
マ
ン
ガ
を
何
冊
か
取
り
出
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
出
て
来
る
。

 

弥 
 

子
「
す
っ
ご
っ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
照
れ
る
。

 

菊 
 

池
「
チ
ー
坊
は
や
っ
ぱ
才
能
ち
げ
え
わ
」

 

明 
 

恵
「
チ
ー
坊
、
ま
た
腕
上
が
っ
て
な
い
？
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
ア
イ
ス
最
中
を
取
り
出
す
と
、
汚
れ
た
爪
の
指
先
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
つ
に
割
り
、
片
方
を
弥
子
に
差
し
出
す
。

 

弥 
 

子
「
（
笑
顔
で
）
あ
り
が
と
。
こ
れ
大
好
き
な
ん
だ
よ
ね
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嬉
し
そ
う
に
食
べ
る
弥
子
。

 

菊 
 

池
「
い
っ
つ
も
、
二
人
で
半
分
こ
し
て
る
よ
な
」

 

明 
 

恵
「
姫
と
騎
士(

ナ
イ
ト)

。
チ
ー
坊
は
弥
子
専
属
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
か
ら
」

 

弥 
 

子
「
そ
ん
な
事
な
い
よ
」

 

明 
 

恵
「
じ
ゃ
あ
自
転
車
乗
れ
る
様
に
な
ん
な
よ
」

 

菊 
 

池
「
え
っ
、
弥
子
自
転
車
乗
れ
ね
え
の
？
」
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明 
 

恵
「
い
っ
つ
も
チ
ー
が
弥
子
乗
せ
た
げ
て
る
じ
ゃ
ん
」

 

菊 
 

池
「
乗
れ
ね
え
の
か
よ
、
ま
じ
か
よ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恥
ず
か
し
そ
う
な
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玄
関
扉
が
開
く
音
。

 

小
松
里
香(

１
５)

の
声
「
う
い
ー
っ
す
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部
屋
に
入
っ
て
来
る
派
手
な
私
服
の
里
香
。

 

里 
 

香
「
（
卓
袱
台
の
上
を
見
て
）
お
っ
！　

今
日
も
大
漁
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菊
池
が
親
指
を
上
げ
る
。

 

里 
 

香
「
来
る
時
、
明
恵
の
マ
マ
と
す
れ
違
っ
た
よ
。
な
ん
か
革
ジ
ャ
ン
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 

若
い
男
と
い
た
」

 

明 
 

恵
「
あ
あ
、
新
し
い
彼
氏
。
マ
マ
浮
か
れ
て
ん
だ
よ
ね
」

 

菊 
 

池
「
う
ち
も
浮
か
れ
て
る
わ
」

 

明 
 

恵
「
っ
て
、
菊
池
ん
ち
父
ち
ゃ
ん
い
る
じ
ゃ
ん
。
ト
ラ
ッ
ク
乗
り
だ
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
？
」

 

菊 
 

池
「
そ
。
長
距
離
。
あ
ん
ま
帰
っ
て
こ
ね
え
か
ら
。
母
ち
ゃ
ん
は
男
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
こ
ば
っ
か
行
っ
て
る
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
と
里
香
、
菓
子
を
ぱ
く
つ
き
な
が
ら
合
点
が
い
っ
た
顔
。

 

明 
 

恵
「
そ
ー
ゆ
ー
こ
と
ね
」

 

弥 
 

子
「
（
ち
ょ
っ
と
驚
い
て
）
菊
池
ん
ち
、
家
に
誰
も
い
な
い
の
？
」

 

明 
 

恵
「
（
こ
と
も
な
げ
に
）
い
い
っ
て
い
い
っ
て
。 

う
ち
で
飯
食
っ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 

き
ゃ
い
い
ん
だ
か
ら
」

 

菊 
 

池
「
俺
が
弁
当
パ
ク
っ
て
く
る
ん
だ
け
ど
な
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
同
笑
う
。

 

弥 
 

子
「
（
腕
時
計
を
見
て
）
…
… 

そ
ろ
そ
ろ
帰
る
ね
」

 

菊 
 

池
「
ま
た
後
で
来
い
よ
」

 

弥 
 

子
「
う
ち
、
夜
は
抜
け
ら
れ
な
い
ん
だ
」

 

里 
 

香
「
弥
子
ん
と
こ
、
親
、
ず
っ
と
居
ん
の
？
」

 

弥 
 

子
「
う
ん
。
居
る
」

 

菊 
 

池
「
な
ん
だ
よ
、
つ
ま
ん
ね
え
の
」

 

弥 
 

子
「
（
鞄
を
取
っ
て
）
バ
イ
バ
イ
」

 

一 
 

同
「
じ
ゃ
あ
ね
ー
」
「
じ
ゃ
あ
な
」

 

弥 
 

子
「
（
田
辺
に
向
け
て
）
ま
た
ね
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
弥
子
を
見
て
小
さ
く
手
を
振
る
。
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○
三
崎
家
・
脱
衣
室(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

風
呂
上
り
の
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脱
衣
室
の
外
、
ト
イ
レ
の
水
を
流
す
音
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
ハ
ッ
と
し
て
バ
ス
タ
オ
ル
を
広
げ
、
体
の
前
を
隠
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様
に
覆
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緊
張
し
た
面
持
ち
の
弥
子
、
棒
立
ち
で
ド
ア
を
見
つ
め
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ド
ア
が
開
き
、
橋
本
の
姿
。

 

橋 
 

本
「
あ
あ
、
ご
め
ん
、
ご
め
ん
。
や
っ
ち
ゃ
ん
居
た
か
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
が
ド
ア
を
閉
め
て
去
っ
て
い
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

首
元
で
バ
ス
タ
オ
ル
の
端
を
ギ
ュ
ッ
と
掴
ん
だ
弥
子
の
指
先

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
緩
む
。

 

○
同
・
弥
子
の
部
屋
・
中(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パ
ジ
ャ
マ
姿
の
弥
子
が
本
棚
か
ら
、
シ
ン
グ
ル
向
け
の
洒
落

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
イ
ン
テ
リ
ア
雑
誌
を
取
り
出
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
マ
ジ
ッ
ク
で
表
紙
に
大
き
く
『
絶
対
一
人
暮
ら
し
す
る
本
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
書
い
て
い
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
ッ
ド
に
寝
そ
べ
り
、
開
い
た
本
を
見
入
る
弥
子
。

 

○
川
沿
い
の
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
と
弥
子
、
二
人
乗
り
の
自
転
車
が
走
る
。

 

○
河
川
敷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
つ
も
の
川
辺
、
ク
ロ
ー
バ
ー
摘
み
を
す
る
弥
子
と
田
辺
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
板
チ
ョ
コ
を
取
り
出
し
て
、
割
る
。

 

弥 
 

子
「
（
受
け
取
っ
て
食
べ
て
）
美
味
し
い
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
が
四
葉
を
ま
と
め
る
と
、
束
に
な
る
。

 

弥 
 

子
「
（
笑
っ
て
）
そ
ん
な
に
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
が
板
チ
ョ
コ
の
包
み
紙
を
広
げ
、
四
葉
を
一
本
ず
つ
並

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

べ
て
い
く
。
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弥 
 

子
「
四
葉
だ
ら
け
、
幸
せ
だ
ら
け
、
だ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
人
、
う
つ
伏
せ
に
寝
そ
べ
っ
て
、
並
べ
た
四
葉
を
眺
め
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

流
れ
る
川
面
、
鳥
の
鳴
き
声
。

 

○
中
学
校
舎
・
外
観

 

○
同
・
廊
下

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

休
み
時
間
の
喧
騒
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鞄
を
持
っ
て
帰
ろ
う
と
す
る
明
恵
を
弥
子
が
呼
び
止
め
る
。

 

弥 
 

子
「
明
恵
！　

今
日
は
来
て
た
ん
だ
」

 

明 
 

恵
「
う
ん
」

 

弥 
 

子
「
良
か
っ
た
。
菊
池
も
暫
く
来
て
な
い
し
、
ど
う
し
た
の
か
な
っ
て
」

 

明 
 

恵
「
あ
あ
、
菊
池
ね
…
… 

。
と
う
と
う
菊
池
の
母
ち
ゃ
ん
男
と
消
え
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゃ
っ
て
。
な
の
に
、
親
父
さ
ん
も
掴
ま
ん
な
い
み
た
い
で
さ
」

 

弥 
 

子
「
え
？
」

 

明 
 

恵
「
菊
池
、
う
ち
に
は
遊
び
に
来
て
る
し
、
明
日
の
祭
り
に
も
来
る
よ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
も
来
る
で
し
ょ
？
」

 

弥 
 

子
「
あ
、
う
ん
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
、
手
を
振
っ
て
行
き
、
見
送
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
簿
を
抱
え
た
矢
部
貴
子(

３
２)

が
通
り
掛
か
る
。

 

貴 
 

子
「
（
弥
子
を
呼
び
止
め
）
三
崎
さ
ん
。
成
績
ぐ
ん
と
伸
び
た
じ
ゃ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
。
頑
張
っ
て
。
こ
の
調
子
で
ね
」

 

弥 
 

子
「
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
弥
子
、
教
室
へ
入
っ
て
い
く
。

 

○
神
社
・
境
内(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様
々
な
夜
店
、
屋
台
が
並
ぶ
夏
祭
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浴
衣
姿
も
見
え
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
明
恵
、
田
辺
、
菊
池
、
里
香
が
連
れ
立
っ
て
歩
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

×　
　

×　
　

×

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

綿
飴
や
り
ん
ご
飴
等
食
べ
て
い
る
。
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×　
　

×　
　

×

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

射
的
に
興
じ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆
で
た
こ
焼
き
を
つ
つ
い
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

×　
　

×　
　

×

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楽
し
気
に
歩
い
て
い
る
弥
子
た
ち
の
前
方
か
ら
、
周
研
市(

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
７)

が
見
る
か
ら
に
ガ
ラ
の
悪
い
連
れ
と
や
っ
て
来
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
が
周
に
駆
け
寄
っ
て
何
や
ら
話
し
掛
け
、
戻
っ
て
来
る
。

 

弥 
 

子
「
誰
？
」

 

明 
 

恵
「
覚
え
て
な
い
？　

二
コ
上
の
周
先
輩
。
カ
ッ
コ
い
い
よ
ね
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
、
ま
だ
周
を
見
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
香
も
、
明
恵
越
し
に
周
を
見
て
い
る
。

 

弥 
 

子
「
何
処
の
高
校
？
」

 

明 
 

恵
「
（
こ
と
も
な
げ
に
）
行
っ
て
な
い
よ
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆
で
赤
い
提
灯
の
灯
る
神
社
入
口
へ
向
か
う
。

 

○
神
社
・
入
口
前(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
明
恵
、
田
辺
、
菊
池
、
里
香
、
境
内
か
ら
外
へ
。

 

橋
本
の
声
「
や
っ
ち
ゃ
ん
！　

弥
子
さ
ん
！
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
波
か
ら
聞
こ
え
る
声
に
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
す
る
弥
子
。

 

弥 
 

子
「
（
橋
本
を
見
つ
け
て
）
ま
ー
君
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
波
か
ら
抜
け
た
橋
本
、
笑
顔
で
明
恵
と
里
香
を
見
て
。

 

橋 
 

本
「
お
友
だ
ち
？
」

 

明 
 

恵
「
こ
ん
ば
ん
は
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

頭
を
下
げ
る
明
恵
。
そ
れ
に
続
く
里
香
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
と
菊
池
は
、
他
人
の
ふ
り
を
し
て
先
に
行
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
が
セ
カ
ン
ド
バ
ッ
グ
か
ら
財
布
を
出
し
、
五
千
円
札
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
に
渡
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
当
た
り
前
に
受
け
取
っ
て
。

 

弥 
 

子
「
あ
り
が
と
」

 

橋 
 

本
「
じ
ゃ
あ
ね
。
あ
ん
ま
り
遅
く
な
ん
な
い
よ
う
に
ね
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
、
連
れ
の
派
手
な
格
好
の
女
性
の
許
へ
戻
っ
て
い
く
。

 

里 
 

香
「
（
弥
子
に
）
誰
？
」
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弥 
 

子
「
義
理
の
父
親
？　

み
た
い
な
も
ん
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
た
ち
、
前
で
待
っ
て
い
た
菊
池
と
田
辺
に
追
い
つ
く
。

 

明 
 

恵
「
う
ち
は
小
学
生
の
時
か
ら
知
っ
て
る
。
弥
子
ん
ち
の
ま
ー
君
」

 
菊 

 

池
「
母
親
の
男
だ
ろ
」

 

弥 
 

子
「
…
… 

（
一
瞬
嫌
そ
う
な
顔
）
」

 

里 
 

香
「
景
気
い
い
ん
だ
ね
」

 

弥 
 

子
「
よ
し
、
こ
れ
で
、
さ
っ
き
の
射
的
の
リ
ベ
ン
ジ
し
よ
。
戻
ろ
！
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
ず
っ
と
黙
っ
た
ま
ま
。

 

○
三
崎
家
・
居
間
・
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蝉
の
声
が
聞
こ
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パ
ジ
ャ
マ
姿
の
弥
子
が
伸
び
を
し
な
が
ら
部
屋
に
入
っ
て
来

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソ
フ
ァ
に
腰
を
下
ろ
し
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
も
パ
ジ
ャ
マ
姿
で
、
電
気
カ
ミ
ソ
リ
を
顔
に
当
て
な
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
、
入
っ
て
来
る
。

 

橋 
 

本
「
お
は
よ
ー
、
や
っ
ち
ゃ
ん
」

 

弥 
 

子
「
お
は
よ
ー
。
ま
ー
君
今
日
は
ゆ
っ
く
り
だ
ね
」

 

橋 
 

本
「
や
っ
ち
ゃ
ん
も
、
寝
坊
だ
な
」

 

弥 
 

子
「
夏
休
み
だ
か
ら
ね
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

×　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　

×

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソ
フ
ァ
に
寝
そ
べ
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
ま
ま
う
と
う
と
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
が
や
っ
て
来
て
、
寝
て
い
る
弥
子
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

驚
い
て
、
大
き
く
も
が
く
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
す
ぐ
に
ハ
ッ
と
し
て
飛
び
の
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
、
掠
れ
た
声
で
。

 

橋 
 

本
「
い
や
、
あ
の
…
…
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
起
き
上
が
る
と
、
橋
本
を
見
ず
に
慌
て
て
出
て
い
く
。

 

○
同
・
脱
衣
室
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着
替
え
た
弥
子
が
無
心
で
洗
濯
物
を
ピ
ン
チ
ハ
ン
ガ
ー
に
干

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
た
橋
本
が
入
り
口
か
ら
中
を
覗
い
て
。

 
橋 

 

本
「
あ
あ
、
あ
の
さ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

強
ば
っ
た
表
情
の
弥
子
、
橋
本
を
見
な
い
。

 

弥 
 

子
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

 

橋 
 

本
「
あ
の
、
さ
っ
き
の
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
の
表
情
が
更
に
強
ば
る
。
橋
本
を
見
な
い
。

 

橋 
 

本
「
さ
っ
き
の
事
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
に
言
っ
た
ら
、
俺
も
う
こ
こ
ん
ち
に
来

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
い
か
ら
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
が
立
ち
去
り
、
大
き
く
玄
関
扉
の
閉
ま
る
音
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
濡
れ
た
洗
濯
物
を
手
に
、
へ
た
り
込
む
。

 

○
三
崎
家
・
台
所(

夕)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
ス
ー
パ
ー
の
袋
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食
材
を
冷
蔵
庫
に
仕
舞
う
浩
美
、
す
ぐ
そ
ば
に
立
つ
弥
子
。

 

浩 
 

美
「
（
弥
子
の
顔
を
見
ず
に
）
な
に
馬
鹿
な
事
言
っ
て
る
の
、
ま
ー
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
ふ
ざ
け
た
だ
け
で
し
ょ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
大
袈
裟
な
呆
れ
顔
。

 

弥 
 

子
「
…
… 

だ
っ
て
、
マ
マ
に
言
っ
た
ら
、
も
う
来
な
い
、
っ
て
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
の
表
情
が
一
瞬
硬
く
な
る
。

 

浩 
 

美
「
あ
ん
た
が
過
剰
反
応
す
る
か
ら
、
ま
ー
君
が
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
ん
で
し
ょ
」

 

弥 
 

子
「
も
う
来
な
く
っ
て
い
い
よ
…
… 

。
マ
マ
と
私
と
二
人
で
い
い
じ
ゃ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
い
。
二
人
だ
け
で
」

 

浩 
 

美
「
馬
鹿
言
わ
な
い
で
よ
。
マ
マ
の
稼
ぎ
だ
け
で
暮
ら
し
て
け
な
い
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
ょ
」

 

弥 
 

子
「
高
校
入
っ
た
ら
バ
イ
ト
と
か
す
る
か
ら
」

 

浩 
 

美
「
は
あ
？　

あ
ん
た
だ
っ
て
大
学
行
き
た
い
ん
で
し
ょ
？　

ま
ー
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
別
れ
た
ら
、
大
学
な
ん
か
行
け
な
い
よ
」

 

弥 
 

子
「
行
け
な
く
っ
て
い
い
よ
。
マ
マ
！
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
乱
暴
に
冷
蔵
庫
の
扉
を
閉
め
て
。
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浩 
 

美
「
あ
ー
全
く
考
え
過
ぎ
。
神
経
過
敏
！　

バ
カ
バ
カ
し
い
！　

全
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
ん
た
は
何
で
も
か
ん
で
も
大
袈
裟
な
ん
だ
か
ら
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
の
身
体
の
力
が
抜
け
て
い
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
吐
き
出
す
様
に
。

 

浩 
 

美
「
ま
ー
君
居
な
く
て
、
ど
う
や
っ
て
生
活
し
て
け
っ
て
の
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
、
耳
を
貸
さ
ず
、
弥
子
を
全
く
見
ず
に
、
換
気
扇
の
ス

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
ッ
チ
を
入
れ
、
煙
草
に
火
を
点
け
る
。

 

弥 
 

子
「
…
… 
出
来
る
よ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
の
言
葉
は
換
気
扇
の
音
に
か
き
消
さ
れ
、
浩
美
の
耳
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

届
か
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
身
体
を
引
き
ず
る
よ
う
に
出
て
行
く
。

 

○
横
手
家
・
外
観(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
明
か
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
階
段
を
上
る
弥
子
。

 

○
同
・
玄
関
・
中(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
玄
関
扉
を
開
け
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
真
っ
暗
な
部
屋
の
奥
を
覗
き
込
ん
で
。

 

弥 
 

子
「
明
恵
？　

い
な
い
？
」

 

明
恵
の
声
「
（
く
ぐ
も
っ
て
）
弥
子
？　

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
が
乱
れ
た
着
衣
で
、
け
だ
る
げ
に
出
て
来
る
。

 

明 
 

恵
「
今
、
周
君
、
周
先
輩
来
て
て
さ
」

 

弥 
 

子
「
あ
、
あ
！　

そ
う
か
、
そ
っ
か
。
う
ん
。
わ
か
っ
た
。
ま
た
ね
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慌
て
て
玄
関
を
出
る
弥
子
。

 

○
同
・
外(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
階
段
を
下
り
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
が
階
段
下
に
自
転
車
を
停
め
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
が
階
段
上
か
ら
田
辺
に
声
を
掛
け
る
。

 

弥 
 

子
「
誰
も
い
な
い
よ
」
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田
辺
、
弥
子
を
見
上
げ
る
。

 

田 
 

辺
「
（
自
転
車
を
指
し
て
）
乗
る
？
」

 

弥 
 

子
「
う
ん
」

 

○
道
（
夜
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

走
る
二
人
乗
り
の
自
転
車
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
の
背
中
に
、
し
っ
か
り
と
掴
ま
る
弥
子
。

 

○
公
園(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

街
灯
に
虫
が
群
が
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
ン
チ
に
座
る
弥
子
と
田
辺
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
が
懐
か
ら
ア
イ
ス
最
中
を
取
り
出
し
、
二
つ
に
割
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
人
、
ア
イ
ス
を
食
べ
始
め
る
。

 

弥 
 

子
「
美
味
し
い
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
の
目
か
ら
涙
が
滲
む
。

 

田 
 

辺
「
…
…
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
戸
惑
い
な
が
ら
弥
子
を
見
て
い
る
。

 

弥 
 

子
「
だ
い
じ
ょ
ぶ
。
平
気
」

 

田 
 

辺
「
や
な
事
…
… 

あ
っ
た
？
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 

田 
 

辺
「
…
…
」

 

弥 
 

子
「
（
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
小
声
で
）
き
っ
と
ほ
ん
と
に
気
の
せ
い
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
部
思
い
過
ご
し
で
…
… 

。
だ
い
じ
ょ
ぶ
だ
か
ら　
　

」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

声
を
詰
ま
ら
せ
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
困
っ
た
様
な
顔
で
、
弥
子
を
見
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
田
辺
に
顔
を
向
け
て
、
微
笑
み
で
応
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
紙
片
を
取
り
出
し
、
弥
子
に
渡
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紙
を
見
つ
め
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
つ
も
の
板
チ
ョ
コ
の
包
み
紙
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
裏
、
白
紙
部
分
に
鉛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
文
字

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
判
別
出
来
な
い
様
な
曲
線
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
て
も
拙
い
字
。
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「
や
」
と
「
す
」
が
鏡
文
字
で
、
『
や
こ　

す
き
』
と
書
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

驚
く
弥
子
、
素
早
く
紙
を
畳
ん
で
握
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
る
。

 

弥 
 

子
「(

小
声
で)

あ
り
が
と
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
泣
き
笑
い
。

 

○
三
崎
家
・
弥
子
の
部
屋(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

机
に
向
か
う
弥
子
、
田
辺
か
ら
の
紙
切
れ
を
取
り
出
し
、
丁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寧
に
広
げ
て
眺
め
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拙
い
字
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
辞
書
を
引
っ
張
り
出
し
て
開
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
に
挟
ま
る
、
押
し
花
に
な
っ
た
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

居
間
の
浩
美
と
橋
本
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

唇
を
引
き
結
び
、
一
瞬
、
ギ
ュ
ッ
と
目
を
瞑
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

辞
書
の
間
に
、
田
辺
か
ら
の
紙
片
も
挟
み
、
本
棚
に
戻
す
。

 

○
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
校
帰
り
、
制
服
姿
の
弥
子
と
明
恵
が
歩
い
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
の
制
服
は
だ
ら
し
な
く
着
崩
さ
れ
て
い
る
。

 

明 
 

恵
「
夏
休
み
明
け
た
途
端
に
面
談
と
か
さ
、
ふ
ざ
け
ん
な
よ
。
毎
日
登

 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
し
て
こ
な
い
と
卒
業
さ
せ
ね
ぇ
と
か
脅
し
て
く
っ
し
よ
」

 

弥 
 

子
「
明
恵
は
頭
悪
く
な
い
ん
だ
か
ら
。
ち
ゃ
ん
と
受
験
し
よ
う
よ
。
先

 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
た
ち
も
勿
体
な
い
っ
て
思
っ
て
る
ん
だ
よ
」

 

明 
 

恵
「
弥
子
は
い
い
よ
ね
、
一
番
い
い
と
こ
名
門
青
光
確
実
だ
も
ん
ね
」

 

弥 
 

子
「
そ
ん
な
…
…
。
…
… 

ね
、
チ
ー
坊
は
…
…
？
」

 

明 
 

恵
「
？
」

 

弥 
 

子
「
チ
ー
坊
は
ど
う
す
る
か
知
っ
て
る
？
」

 

明 
 

恵
「
ど
こ
も
行
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

 

弥 
 

子
「
え
？
」

 

明 
 

恵
「
受
験
し
な
い
っ
し
ょ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
を
止
め
る
弥
子
。
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弥 
 

子
「
し
な
い
で
ど
う
す
る
の
？
」

 

明 
 

恵
「
さ
あ
、
な
ん
と
か
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
周
先
輩
だ
っ
て
行
っ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
い
し
」

 
弥 

 

子
「
…
… 

そ
う
」

 

明 
 

恵
「
う
ち
の
中
学
、
高
校
行
か
な
い
子
、
毎
年
何
人
か
い
る
よ
。
里
香

 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
行
け
な
い
だ
ろ
う
し
」

 

弥 
 

子
「
え
？　

里
香
も
？
」

 

明 
 

恵
「
里
香
ん
ち
の
店
や
ば
い
み
た
い
。
金
無
い
っ
て
」

 

弥 
 

子
「
チ
ー
坊
も
そ
う
な
の
？
」

 

明 
 

恵
「
そ
っ
か
。
弥
子
は
チ
ー
坊
ん
ち
知
ら
な
い
も
ん
ね
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
、
弥
子
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
。

 

明 
 

恵
「
（
面
白
が
る
口
調
で
）
チ
ー
坊
の
母
親
っ
て
い
っ
つ
も
腹
で
っ
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
の
。
兄
弟
六
人
だ
っ
け
。
ボ
ロ
ッ
ボ
ロ
の
家
だ
よ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
目
を
見
張
る
。

 

明 
 

恵
「
一
番
上
の
兄
貴
は
高
校
行
っ
た
け
ど
、
二
番
目
は
行
っ
て
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

チ
ー
坊
は
そ
の
下
三
番
目
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歩
き
な
が
ら
考
え
込
む
表
情
の
弥
子
。

 

明 
 

恵
「
ち
ょ
っ
と
遠
回
り
し
て
チ
ー
坊
ん
ち
見
て
く
？
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
、
弥
子
の
返
事
を
聞
か
ず
、
ず
ん
ず
ん
と
進
ん
で
行
く
。

 

○
田
辺
家
の
前
の
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
と
弥
子
が
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
湿
っ
た
道
を
進
む
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軒
の
低
い
、
ト
タ
ン
屋
根
と
つ
ぎ
は
ぎ
の
目
立
つ
板
張
り
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
が
指
差
す
。

 

明 
 

恵
「
ほ
ら
。
こ
こ
チ
ー
坊
ん
ち
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
ょ
う
ど
、
家
の
玄
関
か
ら
、
分
厚
い
眼
鏡
を
掛
け
た
、
だ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
し
な
い
格
好
の
中
年
の
妊
婦
が
出
て
く
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
は
思
わ
ず
物
陰
に
隠
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

妊
婦
は
、
何
処
を
見
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
目
つ
き
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
面
に
立
つ
明
恵
に
も
気
づ
か
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
が
物
陰
の
弥
子
の
許
に
寄
る
。



「二人乗りの頃」

－ 17 －

 

明 
 

恵
「
あ
れ
、
チ
ー
坊
の
母
親
。
ま
た
腹
ボ
テ
だ
っ
た
ね
」

 

弥 
 

子
「
…
… 

う
ん
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
人
は
来
た
道
を
戻
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
を
曲
が
る
と
、
田
辺
と
出
く
わ
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
ギ
ョ
ッ
と
し
て
バ
ツ
が
悪
そ
う
に
な
り
、
そ
の
後
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぐ
に
憮
然
と
し
た
表
情
に
な
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
な
顔
に
な
り
、
下
を
向
く
。

 

明 
 

恵
「
お
う
、
お
か
え
り
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
弥
子
を
見
な
い
。

 

田 
 

辺
「
お
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
、
ず
ん
ず
ん
と
行
っ
て
し
ま
う
。

 

弥 
 

子
「
…
… 

。
チ
ー
坊
、
な
ん
か
機
嫌
悪
そ
う
だ
っ
た
」

 

明 
 

恵
「
あ
？　

自
分
ち
見
ら
れ
た
っ
て
わ
か
っ
た
か
ら
じ
ゃ
ね
？
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
更
に
表
情
が
曇
る
。

 

○
中
学
校
舎
・
外
観

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
が
降
っ
て
い
る
。

 

○
中
学
校
舎
・
廊
下

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
音
と
吹
奏
楽
の
練
習
の
音
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

頬
杖
で
窓
の
外
を
見
て
い
る
里
香
に
、
弥
子
が
近
付
く
。

 

弥 
 

子
「
ん
？　

里
香
？　

何
し
て
ん
の
？
」

 

里 
 

香
「
菊
池
、
待
っ
て
ん
の
。
今
、
菊
池
ん
ち
に
い
る
か
ら
」

 

弥 
 

子
「
？
」

 

里 
 

香
「
う
ち
の
店
、
駄
目
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
」

 

弥 
 

子
「
里
香
ん
ち
の
喫
茶
店
？
」

 

里 
 

香
「
そ
。
ま
ず
は
糞
親
父
が
消
え
て
、
次
は
母
親
が
消
え
た
。
ジ
ョ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ
ツ
」

 

弥 
 

子
「
え
…
… 

？　

ど
う
し
て
？
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

里
香
は
窓
の
外
を
見
た
ま
ま
。

 

里 
 

香
「
知
ら
ね
」

 

弥 
 

子
「
そ
れ
で
、
ど
う
し
て
る
の
？
」
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里 
 

香
「
家
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
ん
で
菊
池
ん
と
こ
に
居
る
」

 

弥 
 

子
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
か
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
？
」

 

里 
 

香
「
い
な
い
」

 
弥 

 

子
「
お
じ
さ
ん
と
か
お
ば
さ
ん
と
か
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
香
、
前
を
見
た
ま
ま
、
鼻
で
笑
っ
て
。

 

里 
 

香
「
そ
ん
な
ん
が
当
て
に
な
る
な
ら
苦
労
し
な
い
っ
し
ょ
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 

里 
 

香
「
弥
子
に
は
わ
か
ん
な
い
よ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
香
、
く
る
っ
と
弥
子
に
顔
を
向
け
て
。

 

里 
 

香
「
チ
ー
坊
、
元
気
？
」

 

弥 
 

子
「
最
近
見
な
い
」

 

里 
 

香
「
そ
っ
か
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 

里 
 

香
「
あ
い
つ
も
進
学
し
な
い
し
ね
」

 

弥 
 

子
「
…
… 

や
っ
ぱ
り
そ
う
な
の
か
な
」

 

里 
 

香
「
大
体
、
チ
ー
坊
字
読
め
な
い
し
書
け
な
い
し
。
幾
ら
何
で
も
そ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
高
校
は
行
け
な
い
っ
し
ょ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
驚
く
。

 

里 
 

香
「
知
ら
な
か
っ
た
？
」

 

弥 
 

子
「
書
く
の
が
変
だ
と
は
思
っ
た
け
ど
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
香
、
廊
下
の
向
こ
う
を
見
て
。

 

里 
 

香
「
菊
池
来
た
か
ら
行
く
わ
。
じ
ゃ
あ
ね
」

 

弥 
 

子
「
う
ん
、
ま
た
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
窓
の
外
を
見
続
け
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇
降
口
か
ら
相
合
傘
で
出
て
来
る
里
香
と
菊
池
が
見
え
る
。

 

○
横
手
家
・
外
観

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
が
降
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
を
通
り
過
ぎ
る
弥
子
。

 

○
市
立
図
書
館
・
入
り
口
・
外

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
の
中
、
弥
子
が
出
て
来
る
。
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○
三
崎
家
・
弥
子
の
部
屋(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
が
ガ
ラ
ス
窓
に
当
た
っ
て
落
ち
る
音
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

机
に
向
か
っ
て
、
図
書
館
か
ら
借
り
た
厚
い
本
を
読
ん
で
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
弥
子
。

 

○
中
学
校
舎
・
廊
下

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
庭
か
ら
野
球
部
の
掛
け
声
や
飛
球
音
。

 

○
同
・
教
室
・
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向
か
い
合
わ
せ
に
し
た
机
を
挟
ん
で
貴
子
と
弥
子
が
座
っ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
室
に
は
二
人
だ
け
。

 

貴 
 

子
「
（
書
類
を
見
な
が
ら
）
第
一
志
望
は
青
光
、
併
願
は
こ
の
通
り
ね
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
ん
、
今
の
調
子
で
頑
張
っ
て
。
以
上
！
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

席
を
立
た
な
い
弥
子
。

 

貴 
 

子
「
ん
？　

ど
う
か
し
た
？
」

 

弥 
 

子
「
あ
の
、
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
も
い
い
で
す
か
？
…
… 

高
校
を
受
験
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
い
生
徒
も
居
る
ん
で
す
よ
ね
？
」

 

貴 
 

子
「
う
ん
、
ま
あ
…
…
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歯
切
れ
悪
く
頷
く
貴
子
。

 

弥 
 

子
「
田
辺
君
も
そ
う
で
す
よ
ね
？
」

 

貴 
 

子
「
（
怪
訝
な
顔
で
）
田
辺
千
紘
君
？　

三
崎
さ
ん
は
田
辺
君
と
同
じ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ク
ラ
ス
だ
っ
た
事
は
な
い
よ
ね
？
」

 

弥 
 

子
「
は
い
」

 

貴 
 

子
「
…
… 

人
そ
れ
ぞ
れ
。
色
ん
な
考
え
や
事
情
が
あ
る
の
よ
ね
」

 

弥 
 

子
「
あ
の
…
… 

、
田
辺
君
っ
て
読
み
書
き
が
苦
手
だ
け
ど
、
文
字
が
認

 
 
 
 
 
 
 
 
 

識
で
き
な
い
っ
て
い
う
障
害
で
。
そ
れ
っ
て
ち
ゃ
ん
と
し
た
フ
ォ

 
 
 
 
 
 
 
 

ロ
ー
が
あ
れ
ば
…
…
」

 

貴 
 

子
「
…
… 

さ
す
が
三
崎
さ
ん
は
色
々
博
学
ね
」

 

弥 
 

子
「
い
え
」



「二人乗りの頃」

－ 20 －

 

貴 
 

子
「
…
…
も
し
そ
う
だ
と
し
て
…
… 

？　

田
辺
君
に
何
か
そ
う
い
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
性
、
障
害
が
あ
る
と
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
押
し
黙
っ
て
か
ら
。

 
弥 

 

子
「
何
か
助
け
を
…
…
」

 

貴 
 

子
「
そ
う
ね
。
も
っ
と
早
く
出
来
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
わ
ね
。
も
う
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぐ
義
務
教
育
も
終
わ
る
も
の
ね
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貴
子
の
冷
淡
な
口
調
に
ギ
ョ
ッ
と
し
て
、
一
瞬
鋭
い
視
線
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向
け
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貴
子
、
そ
の
視
線
に
気
づ
く
が
、
構
わ
ず
に
。

 

貴 
 

子
「
今
の
田
辺
君
が
、
本
人
が
何
か
助
け
を
求
め
て
る
か
な
」

 

弥 
 

子
「
…
… 

（
小
声
で
）
あ
…
…
」

 

貴 
 

子
「
難
し
い
問
題
よ
ね
。
田
辺
君
が
助
け
を
求
め
て
い
る
な
ら
、
助
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
事
は
出
来
る
。
で
も
本
人
も
保
護
者
も
そ
れ
を
求
め
て
な
い
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
無
理
強
い
は
出
来
な
い
の
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 

貴 
 

子
「
先
生
た
ち
も
ね
、
色
々
助
け
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
る
の
よ
、
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ん
な
の
。
で
も
難
し
い
事
も
多
く
っ
て
…
…
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 

貴 
 

子
「
誰
も
が
最
善
の
道
を
選
ぶ
と
は
限
ら
な
い
、
っ
て
先
生
も
教
師
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
っ
て
わ
か
っ
た
事
よ
。
そ
う
い
う
人
た
ち
も
い
る
の
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 

貴 
 

子
「
あ
な
た
は
最
善
の
道
を
選
ぶ
事
が
出
来
る
人
よ
。
自
分
が
ど
ん
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
生
を
歩
み
た
い
か
、
よ
く
考
え
て
。
可
能
性
を
、
自
分
か
ら
潰

 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
様
な
事
は
し
な
い
で
」

 

弥 
 

子
「
…
… 

（
考
え
こ
ん
で
い
る
）
」

 

貴 
 

子
「
可
能
性
が
あ
る
、
っ
て
事
を
信
じ
ら
れ
な
い
子
が
多
い
の
、
こ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
校
。
あ
な
た
は
信
じ
て
頑
張
っ
て
」

 

弥 
 

子
「
（
神
妙
に
な
っ
て
）
は
い
…
… 

。
頑
張
り
ま
す
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

席
を
立
ち
、
教
室
を
出
て
行
く
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
送
っ
た
後
、
緊
張
が
解
け
、
大
き
く
息
を
吐
く
貴
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

抗
え
な
い
無
力
感
に
沈
む
。

 

○
同
・
廊
下



「二人乗りの頃」
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教
室
を
出
た
弥
子
、
菊
池
が
通
り
か
か
る
。

 

弥 
 

子
「
菊
池
！
」

 

菊 
 

池
「
（
振
り
向
い
て
）
お
う
」

 
弥 

 

子
「
進
路
面
談
？
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

頷
く
菊
池
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
菊
池
の
様
子
を
窺
い
な
が
ら

 

弥 
 

子
「
菊
池
は
…
…
受
験
…
…
す
る
ん
だ
よ
ね
…
…
？
」

 

菊 
 

池
「
あ
あ
。
名
前
書
き
ゃ
受
か
る
と
こ
な
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
ほ
っ
と
し
た
笑
顔
に
な
る
。

 

菊 
 

池
「
…
… 

里
香
、
来
て
た
？
」

 

弥 
 

子
「
見
て
な
い
け
ど
。
今
、
菊
池
ん
ち
に
居
る
ん
で
し
ょ
？
」

 

菊 
 

池
「
い
や
。
こ
こ
ん
と
こ
帰
っ
て
こ
ね
え
わ
」

 

弥 
 

子
「
明
恵
に
は
聞
い
た
？
」

 

菊 
 

池
「
明
恵
も
知
ら
ね
え
っ
て
。
学
校
も
来
て
ね
え
し
。
つ
ー
か
制
服
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 

だ
う
ち
に
あ
ん
だ
け
ど
」

 

弥 
 

子
「
先
生
は
？
」

 

菊 
 

池
「
は
っ
？　

な
ん
も
知
ら
ね
ー
だ
ろ
、
あ
い
つ
ら
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菊
池
、
片
手
を
上
げ
て
去
っ
て
行
く
。

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 

○
中
学
校
舎
・
廊
下(

朝)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
徒
た
ち
が
朝
の
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
廊
下
を
行
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
が
弥
子
を
見
つ
け
て
近
づ
い
て
く
る
。

 

明 
 

恵
「
（
小
声
で
）
チ
ー
坊
、
パ
ク
ら
れ
た
よ
。
う
ち
に
も
警
察
来
た
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
る
か
ら
さ
。
暫
く
来
る
の
無
し
ね
」

 

弥 
 

子
「
え
っ
…
… 

？　

な
ん
で
？
」

 

明 
 

恵
「
万
引
き
か
泥
棒
じ
ゃ
ね
？　

ど
う
せ
大
し
た
罪
に
な
ん
な
い
よ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
、
目
を
見
開
い
た
ま
ま
。

 

明 
 

恵
「
警
察
が
、
う
ち
が
溜
り
場
、
犯
罪
の
温
床
み
た
い
に
言
う
か
ら
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
マ
が
大
騒
ぎ
し
ち
ゃ
っ
て
。
こ
え
ー
の
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 

明 
 

恵
「
誰
が
た
む
ろ
っ
て
た
か
聞
か
れ
た
け
ど
、
弥
子
の
名
前
は
言
っ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
い
か
ら
。
マ
マ
も
弥
子
の
名
前
は
言
っ
て
な
い
っ
て
」
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－ 22 －

 

弥 
 

子
「
え
…
… 

。
あ
、
あ
り
が
と
」

 

明 
 

恵
「
弥
子
は
う
ち
ら
と
は
違
う
か
ら
ね
」

 

弥 
 

子
「
…
… 

。
今
チ
ー
坊
は
？
」

 
明 

 

恵
「
警
察
？　

鑑
別
所
？　

よ
く
わ
か
ん
な
い
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 

明 
 

恵
「
じ
ゃ
、
ま
た
ね
」

 

○
三
崎
家
・
弥
子
の
部
屋
（
夜
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

机
に
向
か
い
勉
強
し
て
い
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
い
た
ノ
ー
ト
の
端
に
、
一
筆
書
き
の
四
つ
葉
を
書
い
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重
ね
書
き
さ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
濃
く
な
っ
て
い
く
四
つ
葉
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
が
て
ノ
ー
ト
の
紙
が
擦
り
切
れ
る
。

 

○
中
学
校
舎
・
廊
下

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歩
く
明
恵
を
捕
ま
え
る
弥
子
。

 

弥 
 

子
「
チ
ー
坊
、
ど
う
な
っ
た
？
」

 

明 
 

恵
「
知
ら
な
い
。
ど
う
な
ん
だ
ろ
」

 

弥 
 

子
「
先
生
な
ら
知
っ
て
る
か
な
」

 

明 
 

恵
「
知
っ
て
て
も
言
わ
ね
ん
じ
ゃ
ね
？
」

 

弥 
 

子
「
…
…
」

 

明 
 

恵
「
里
香
さ
」

 

弥 
 

子
「
里
香
？　

あ
あ
、
こ
な
い
だ
菊
池
に
聞
か
れ
た
。
何
処
に
い
る
の

 
 
 
 
 
 
 
 

？
」

 

明 
 

恵
「
あ
い
つ
、
今
は
周
君
ち
の
中
華
屋
で
働
い
て
る
」

 

弥 
 

子
「
え
？　

そ
う
な
の
？　

就
職
み
た
い
な
感
じ
？
」

 

明 
 

恵
「
お
腹
に
周
君
の
子
が
居
る
っ
て
。
す
っ
か
り
中
華
屋
の
嫁
」

 

弥 
 

子
「
！
…
…
そ
う
な
ん
だ
…
…
」

 

明 
 

恵
「
菊
池
か
わ
い
そ
ー
」

 

弥 
 

子
「
明
恵
は
？　

い
い
の
？
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
恵
、
聞
こ
え
な
い
ふ
り
。

 

明 
 

恵
「
な
ん
か
さ
、
色
ん
な
事
あ
っ
て
、
マ
マ
に
泣
か
れ
た
ん
だ
よ
ね
。
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－ 23 －

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
た
し
高
校
受
験
頑
張
る
事
に
し
た
か
ら
」

 

弥 
 

子
「
…
… 

う
ん
。
そ
れ
が
い
い
よ
。
が
ん
ば
ろ
」

 

明 
 

恵
「
い
や
…
… 

。
う
ち
に
は
マ
マ
が
い
る
ん
だ
な
、
っ
て
。
捨
て
ら
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
い
だ
け
マ
シ
な
ん
か
な
、
っ
て
」

 

弥 
 

子
「
…
… 

う
ん
」

 

○
三
崎
家
・
玄
関
・
中(

夕)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入
っ
て
来
て
深
呼
吸
す
る
弥
子
。

 

○
同
・
居
間(

夕)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浩
美
と
橋
本
が
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
。

 

弥
子
の
声
「
（
明
る
い
声
で
）
た
だ
い
ま
ー
」

 

浩
美
と
橋
本
「
お
か
え
り
ー
」

 

弥 
 

子
「
（
入
っ
て
来
て
）
た
だ
い
ま
、
ま
ー
君
」

 

橋 
 

本
「
メ
ロ
ン
貰
っ
て
来
た
ん
だ
、
や
っ
ち
ゃ
ん
好
き
だ
ろ
」

 

弥 
 

子
「
や
っ
た
ー
、
あ
り
が
と
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
っ
こ
り
と
答
え
る
弥
子
。

 

○
同
・
弥
子
の
部
屋(

夜)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勉
強
机
に
向
う
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ペ
ン
を
走
ら
す
手
を
止
め
て
『
絶
対
一
人
暮
ら
し
す
る
本
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
取
り
出
し
て
眺
め
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

顔
を
上
げ
、
唇
を
結
び
、
本
を
仕
舞
っ
て
勉
強
に
戻
る
。

 

○
中
学
校
舎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雪
が
降
っ
て
い
る
。

 

○
中
学
校
・
教
室
・
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

窓
の
外
、
降
る
雪
が
見
え
る
。



「二人乗りの頃」

－ 24 －

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
板
に
『
公
立
校
入
試
ま
で
あ
と
１
４
日
』
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス
ト
ー
ブ
の
シ
ュ
ー
と
い
う
音
と
、
紙
の
上
を
走
る
ペ
ン
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

音
だ
け
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

静
寂
の
中
で
机
に
向
か
う
、
弥
子
を
含
む
生
徒
た
ち
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
く
つ
か
の
空
席
。

 

○
桜
の
あ
る
通
り
・
全
景

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ｔ　

『
三
年
後
』

 

○
同
・
バ
ス
停

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
人
び
て
、
高
校
の
制
服
姿
で
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
弥
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

満
開
の
桜
の
下
、
花
び
ら
の
舞
う
中
を
バ
ス
が
来
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ス
が
停
ま
る
と
、
派
手
な
ス
カ
ジ
ャ
ン
に
女
物
の
サ
ン
ダ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ル
を
つ
っ
か
け
た
田
辺
が
降
り
て
く
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

面
影
な
く
、
鋭
い
目
つ
き
の
田
辺
、
弥
子
に
気
づ
い
た
の
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ど
う
か
、
無
表
情
に
す
れ
違
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
は
動
揺
し
た
ま
ま
、
バ
ス
に
乗
る
。

 

○
バ
ス
・
車
内

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

座
席
に
座
っ
た
弥
子
、
窓
の
外
を
見
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歩
く
田
辺
が
見
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ス
が
動
き
、
弥
子
は
振
り
返
っ
て
田
辺
を
見
て
い
る
。

 

○
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
子
の
乗
る
バ
ス
と
並
走
す
る
二
人
乗
り
の
自
転
車
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乗
っ
て
い
る
の
は
中
学
生
く
ら
い
の
少
年
と
少
女
。

 

○
バ
ス
・
車
内

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

窓
か
ら
は
田
辺
が
見
え
な
く
な
り
、
前
を
向
く
弥
子
。
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鞄
か
ら
赤
本
を
取
り
出
し
、
挟
ん
で
あ
る
栞
を
見
つ
め
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
包
装
紙
と
銀
紙
、
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

押
し
花
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
栞
。

 
弥
子
Ｍ
「
そ
れ
き
り
だ
っ
た
。
そ
れ
き
り
チ
ー
坊
に
会
う
事
は
な
か
っ
た
」

 

○
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
桜
の
樹
の
下
、
バ
ス
停
で
止
ま
る
バ
ス
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ス
を
追
い
越
し
て
行
く
二
人
乗
り
の
自
転
車
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舞
う
桜
の
花
び
ら
の
向
こ
う
へ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス
カ
ー
ト
を
は
た
め
か
せ
て
。
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